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奈良県立医科大学第 2期中期計画に見る看護学科と附属病院看護部の協働
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2013年(平成 25年)に奈良県立医科大

学の第 2期(2013"'-'2018年度)中期目標・

中期計画が示され、その取り組みも最終段

階を迎えます。

第 2期は新たに「地域貢献jが加わり、

「看護学生の就労支援を行し、県内就職率の

向上に努める。Jr附属病院看護部と看護学

科が協働・連携する体制を構築し、看護職

員等の教育・研修プログラムおよびキャリア

支援を充実させることにより地域の看護師の

レベルアッフ。を目指す。」ことが課題でした。

これらを実践するために「看護実践センタ

ー」の設置が計画され、会議を重ね準備を

経て 2014年(平成 26年)4月に現在の

「看護実践・キャリア支援センター」が設立さ

れました。事業開始初年度から看護学科学

生のキャリアデザインのサポートとして講演

会や看護部看護師との懇親会を開催、ま

た、学内に限らず地域の看護師を対象に研

修・講座を開催するなど精力的に取り組まれ

てきました。キャリアデ、ザインのサポートは現

在まで継続され、結果、看護学生の県内就

労目標値の達成に大きく貢献していると思

います。

2015年(平成 27年)4月、折しも事業計

画を実践に向けてより拡大して取り組んでい

くというときに、私は附属病院の看護部長に

就任しセンター長を兼務することになりまし

た。不安はありましたが当時の看護学科長

だった軸丸教授が副センター長として支え

て下さる(実際にはお任せして)品、う心強し可

言葉が、看護学科と看護部の交流をより緊

密により強固にしたいとしち想いと「大丈夫

だ。 Jという確信に変わりました。

事業は大きく分けると「看護基礎教育Jr看

護実践教育Jr研究支援・実践Jr地域貢献」

「その他Jの5つになりますが、いずれにおい

ても看護学科と看護部の協働は欠かせませ

ん。看護学生から新人・現任教育まで一貫

した教育体制のもとで大学および病院の理

念に基づいた人材を育成することができるこ

とは教育現場にとっても臨床現場にとっても

心強く、時代に即した新たな挑戦も可能であ

ると思っています。

2016年(平成 28年)から実習指導者が

基礎看護技術の演習に参加するようになり、

看護協会で実習指導者講習を受講した看

護師が実際に学生と交流し、講習で学んだ
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学生のレディネスを身近に感じることができ

ました。また、学生は演習に臨床の看護師

がいることで現実味を帯びた体験ができて

いると思われます。さらに実習の際には、演

習で、関わった看護師が指導者としていること

は少なからず安心感を与えていると自負し

ています。そもそも看護学科の人員不足を

解決するために提案した対策だ、ったので、す

が、合理性のある人材育成になりました。

翌年には指導者として5年以上の経験が

ある助産師・看護師を5つの各領域の講義・

演習に関わることで実習指導者が教育指導

者としてより成長できたと確信しています。こ

れは、上級臨床指導者育成フ。ログラムとして

看護学科の石津教育部長をはじめ、実習担

当の五十嵐教授、各領域の先生方のご協

力があって実現したもので、す。今後、この教

育体制が確立できれば、実習指導者の教育

能力育成に留まらず、助産師・看護師が教

育者を目指す動機付けにもなり、効率的な

人材育成も期待できます。

現在、看護害防も看護学科に教員として

異動し、学生教育に携わってしも看護師が

少しずつですが増えてきています。こうした

人事交流を進めながら、教育と臨床それぞ

れの知と技とJむが融合できれば素敵な看護

職、看護学者を育てることができるのではな

いかι思います。そして、できることならば看

護学科に修士課程だけでなく博士課程が設

立されることを祈るばかりです。

専門職として自ら看護の質の向上を目指

して研究、研鑓し、科学的根拠の基に実践

する人材の育成は臨床が抱えている課題の

一つです。 看護研究の指導者の育成として

看護主任が看護教員の支援を受けながら看

護研究を行い、学外での発表を目標に取り

組みました。 2年越しで学会発表、論文投稿

まで、至った研究もあり、さらなる自己研鎖とこ

うした学び、研究のプロセスを後輩指導に役

立ててもらえると期待しています。

その他、チェンマイ大学附属病院看護師

の研修受け入れも 2015年から開始し、国

際交流の一環として看護学科と看護部が支

援し友好関係を築いていることも大きな成果

です。

ちなみにチェンマイ大学附属病院の看護師

の30%が博士課程を修了していることは見

習うべきところで、あり、本学が今後の課題と

するところだと思います。

また、センター事業とは別途、 2016年に

開始した奨学金制度で、在宅看護特別教育

プログラムを本年4月から実施する学生が

第 1期生として附属病院に就職予定です。

病院での基本的な知識・技術・態度を習得

しながら、訪問看護ステーションで在宅看護

を学び、実践する3年計画の研修プログラム

です。在宅看護学の小竹教授をはじめとす

る教員の先生方と看護部、そして訪問看護

ステーションとの協働により進めていきます

が、こうした事業計画も看護学科と看護部の

連携がなければ成り立ちません。看護学科

と看護部は協働・連携し、学内・学外を問わ

ず、まさに地域貢献、社会貢献をしてきたと

言っても過言で、はないでしょう。

次期中期計画・目標は新キャンパス移転

など新たな展望を踏まえてさらに拡大、発展

した検討がされていくことと思いますが、看

護学科と看護部の関係がこれまでと変わるこ

となく、さらに充実したものとなることを願って

います。
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